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岡崎市制 100周年を記念したオール岡崎ブランド 

純米大吟醸酒が完成しました 
 

－あいち産業科学技術総合センターと丸石醸造(株)が共同開発－ 

 
あいち産業科学技術総合センター食品工業技術センター（名古屋市西区：以下、「センタ

ー」）は、丸石醸造株式会社（岡崎市：以下、「丸石醸造」）と共同して、岡崎市制 100周年に

あたり、上品な吟醸香とほどよい酸味、すっきりとした口当たりが特徴の純米大吟醸酒「岡崎

城五万石ふじ」を完成させました。 

この清酒は、岡崎公園の五万石ふじの花から分離した清酒酵母と、大正天皇ゆかりの

復刻米「萬歳(ばんざい)」を使用したオール岡崎ブランドの純米大吟醸酒です。 

平成 28年 1月 27日（水）に、本開発について御紹介する報道関係者向け説明会を岡崎

市役所にて開催しますので、是非、御参加ください。 

なお、市制 100周年記念酒「岡崎城五万石ふじ」は、平成 28年 2月 6日（土）、7日（日）

に丸石醸造で開催される「新春蔵開き 長誉祭り」を皮切りに、自社売店及び市内酒販店な

どで販売されます。 

１ 開発経緯 

平成 28年に岡崎市制 100周年を迎えるにあたり、岡崎市の花であり、岡崎公園のシン

ボルである「五万石ふじ」の花から分離した「五万石ふじ酵母」、「六ッ美（現岡崎市中

島町）悠紀斎田」で栽培された復刻米「萬歳」、そして創業元禄３年岡崎の老舗酒蔵「丸

石醸造」の清酒製造技術を組み合わせ、オール岡崎ブランド純米大吟醸酒の開発に取り

組みました。 

これまでの花酵母を用いた清酒は純米酒規格のものがほとんどですが、丸石醸造では

センターの技術指導のもと、平成 27年 11月に、原料米 200kgの仕込みを行い、市制 100

周年記念の純米大吟醸酒「岡崎城五万石ふじ」を完成させました。 
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岡崎市政記者会同 時 

岡崎公園「五万石ふじ」（平成 27 年） 
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２ 市制 100周年記念酒「岡崎城五万石ふじ」について 

市制 100周年記念酒「岡崎城五万石ふじ」は、精米歩合 48％の復刻米「萬歳」を使用

し、五万石ふじから分離した「ふじ酵母」を利用して醸された純米大吟醸酒で、上品な

吟醸香とほどよい酸味、すっきりとした口当たりを特徴としています。 

 

市制 100周年記念酒「岡崎城五万石ふじ」の成分 

アルコール分（％） 16.0 

日本酒度 ±0 

酸 度（ml） 1.8 

アミノ酸度（ml） 1.0 

 

この「岡崎城五万石ふじ」は、平成 28年２月６日（土）、 

７日（日）に丸石醸造で開催される「新春蔵開き 長誉祭り」 

を皮切りに、自社売店及び市内酒販店などで販売されます。 

※販売予定価格 300ml：1,000円（税込） 

 

３ 報道機関向けの現地説明会について 

 市制 100 周年記念酒「岡崎城五万石ふじ」を御紹介する現地説明会を以下の日程で開

催します。ぜひ御参加くださいますようよろしくお願いいたします。  

【日 時】平成 28年１月 27日（水）午前 11時から正午まで 

【場 所】岡崎市役所東庁舎５階記者室（岡崎市十王町二丁目９番地） 

【内 容】以下について、各担当者から御紹介します。 

・純米大吟醸「岡崎城五万石ふじ」の商品特性について（丸石醸造） 

・「五万石ふじ酵母及び萬歳」の醸造特性について（センター） 

【その他】参加登録は不要です。当日、直接現地にお越しください。 

  

岡崎市制 100周年記念酒 

「岡崎城五万石ふじ」 



 - 3 - 

【参考１】 岡崎市制 100周年について 

岡崎市は、愛知県の中央部に位置し、徳川家康公生誕の岡崎城を始め、数多くの貴重

な歴史的・自然的資産を有しています。大正５年(1916年)７月１日に県下で３番目、全

国で 67番目に市制を施行し、平成 15年に中核市に移行しました。平成 18年には隣接す

る額田町と合併し、面積 387.20 ㎢、人口は 38 万人を超え、現在も着実に発展を続けて

います。 

平成 28 年(2016 年)に市制施行 100 周年を迎えることを踏まえ、丸石醸造はセンター

との共同研究により、市制 100 周年を記念したオール岡崎ブランド純米大吟醸酒の開発

に取り組みました。 

 

【参考２】 花酵母について 

花や果実など植物から分離した酵母を使って、地域色にあふれた新商品を開発しよう

という取組は全国で行われており、こうした酵母は“花酵母”と呼ばれています。セン

ターでは、これまでに以下の事例について技術サポートを行っており、今回の岡崎城五

万石ふじ酵母が 7例目となります。 

花酵母で醸造した清酒は、従来の清酒とは異なる酒質を呈することが多く、センター

が支援した商品においても、ワインや梅酒に近い風味を持つものがあります。 

センターが支援し商品化された“花酵母”の清酒 

番号 名 称 花酵母の分離源 酒造メーカー 

１ 「おおぐち」 大口町の五条川桜 勲碧酒造（株） 

２ 「藤華」（ふじのはな） 江南市曼荼羅寺公園の藤 山星酒造（株） 

３ 「なごみ桜」 名古屋大学構内の八重桜 盛田（株） 

４ 「華名城」（はなのしろ） 名城大学農場内のカーネーション 原田酒造（株） 

５ 「愛してる」 半田市萬三商店のモッコウバラ 中埜酒造（株） 

６ 「プリンセス・ギンコ」 祖父江町のイチョウ 内藤醸造（株） 

７ 「岡崎城五万石ふじ」 岡崎城五万石ふじ 丸石醸造（株） 

 

【参考３】 復刻米「萬
ばん

歳
ざい

」について 

大正 4年（西暦 1915年）11月の大嘗祭に碧海
へきかい

郡
ぐん

六ツ美村（現岡崎市中島町）の悠
ゆ

紀
き

斎田
さいでん

で作られた米「萬
ばん

歳
ざい

」が、献納されました。 

「萬歳」は、その後、栽培が途絶えていましたが、県農業総合試験場に種もみが保

管されていることを知った地元の農家が、平成 20年に種もみ 10gを譲り受け、試験的

な栽培を再開しました。 

 ※参考「大正天皇にゆかりのある復刻米「萬
ばん

歳
ざい

」を使用した純米大吟醸酒が完成しま

した」（平成 27年１月 23日（金曜日）発表） 

 http://www.pref.aichi.jp/0000079468.html 


